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な差が現れるのかをまず調べた。こ
オ上での配置のみを変えた音源を複
もの(これを S1 とする、以下同様)を
もの(S2)、ベースを左に伴奏用のギタ
に配置したもの(S4)である。使用す
の音源を用いて被験者に対して聴覚
たかを判断してもらった。また、実験
を行ってもらった。実験では一対比
て心理尺度を構成した。 

2は被験者が各音源から受ける刺激
結果、リズム及びメロディはセンタ
は有効である、という 3つの経験的
 S1 S2 S3 S4 
S1 - 2/30 6/30 14/30 
S2 28/30 - 21/30 27/30 
S3 24/30 9/30 - 26/30 
S4 16/30 3/30 4/30 - 
 S1 S2 S3 S4
S1 0 -1.50 -0.84 -0.08
S2 1.50 0 0.52 1.28
S3 0.84 -0.52 0 1.11
S4 0.08 -1.28 -1.11 0
尺度 0.605 -0.825 -0.358 0.578
表 2 各刺激間の距離と各刺激の心理尺度
表 1 選択比率


